
雨水排水計画技術基準

第 １ 条 総 則

本 技 術 基 準 は 、 浦 安 市 に お け る 宅 地 開 発 等 に 伴 い 、 雨 水 を 開 発 地 外 に 排 水

す る 場 合 に お い て 雨 水 排 水 計 画 を 立 案 し 、 協 議 を 行 う た め の 一 般 原 則 を 示 し た

も の で あ る 。

第 ２ 条 適 用 範 囲

本 技 術 基 準 は 、「 浦 安 市 宅 地 開 発 事 業 等 に 関 す る 条 例 」(以 下「 条 例 」と い う 。)

第 ６ 条 第 １ 項 で 定 め る 行 為 に 適 用 す る 。

第 ３ 条 排 水 計 画 検 討

排 水 計 画 の 検 討 は 次 に よ り 行 う 。

(1) 雨 水 貯 留 施 設 の 必 要 性 を 判 定

・計 画 平 均 流 出 係 数 (C)が 地 区 別 流 出 係 数 (C1)を 上 回 っ て い な い か 。上 回 っ て

い れ ば 雨 水 貯 留 施 設 （ ＊ １ ｵ ﾝ ｻ ｲ ﾄ貯 留 又 は ＊ ２ ｵ ﾌ ｻ ｲ ﾄ貯 留 ） を 計 画 す る 。

た だ し 、 敷 地 面 積 が 300㎡ 以 上 の 場 合 に 限 り 、 貯 留 施 設 の 審 査 対 象 と す る 。

（ ＊ １ オ ン サ イ ト 貯 留 ： 降 雨 水 の 移 動 を 最 小 限 に 抑 え 、 降 っ た 箇 所 で 貯 留

す る 現 地 貯 留 方 式 ）

（ ＊ ２ オ フ サ イ ト 貯 留 ： 雨 水 を 下 水 管 渠 等 に よ っ て 集 水 し 、 集 約 的 に 貯 留

す る 現 地 外 貯 留 方 式 ）

計 画 平 均 流 出 係 数 (Ｃ )の 算 定

工 種 の 別 流 出 係 数 工 種 の 別 流 出 係 数

屋 根 ・ ｺﾝｸﾘｰﾄ・ ﾀｲﾙ ０ ． ９ ０
透 水 性 舗 装 ・ ﾀ ﾞ ｽ ﾄ

舗 装
０ ． ６ ０

ア ス フ ァ ル ト 舗 装 ０ ． ８ ５ 緑 地 ０ ． １ ５

ｲﾝﾀ ｰ ﾛ ｯ ｷ ﾝ ｸ ﾞ BL ･そ の 他 の

不 透 面
０ ． ８ ０ 間 地 ０ ． ２ ０

水 面 １ ． ０ ０ そ の 他 別 途 協 議

地 区 別 流 出 係 数 (Ｃ 1)

地 域 名 字 名 流 出 係 数

元 町 地 域 当 代 島 、 北 栄 、 猫 実 、 堀 江 、 富 士 見 ０ ． ５ ０

第 一 期 埋 立

地 域

海 楽 、東 野 、舞 浜 、美 浜 、富 岡 、弁 天 、入 船 、

今 川 、 鉄 鋼 通 り
０ ． ５ ０

第 二 期 埋 立

地 域

港 ０ ． ５ ０

高 洲 ０ ． ５ ５

日 の 出 、 明 海 （ 東 土 地 区 画 整 理 事 業 区 域 ） ０ ． ５ ８

千 鳥 ０ ． ６ ５

 ・ 計 画 総 放 流 量 Ｑ (㎥ /sec )の 合 理 式  

Ｑ ＝ １ ／ ３ ６ ０ ×Ｃ ×Ｉ ×Ａ

（Ｃ：計画平均流出係数、I：降雨強度＝122(千鳥地区は146)、Ａ：面積(ha)）

 ・ 許 容 放 流 量 Ｑ c(㎥ /se c)の 算 定 式  



Ｑ c＝ １ ／ ３ ６ ０ ×Ｃ 1×Ｉ ×Ａ

 ・ 貯 留 必 要 量 Ｖ (㎥ )の 算 定 式  

Ｖ ＝ (Ｑ － Ｑ c)×７ ， ２ ０ ０

(降 雨 ﾋﾟｰｸを ２ 時 間 (7,2 00 sec )と 設 定 )

(2) 流 出 抑 制 施 設 等

・ (1)に お い て 貯 留 施 設 を 必 要 と す る 場 合 、 雨 水 流 出 抑 制 施 設 （ オ リ フ ィ ス ）

や ポ ン プ の 排 水 容 量 等 で 抑 制 す る

・ オ リ フ ィ ス 孔 径 Ｄ (m)の 算 出 式

① オ リ フ ィ ス 断 面 積 ａ (㎡ )を 求 め る

ａ ＝ Ｑ c／ （ ０ ． ６ ×√ （ ２ ×９ ． ８ ×ｈ ））

(ｈ ： オ リ フ ィ ス 孔 の 中 心 か ら HWLま で の 距 離 (ｍ ))

② ① よ り オ リ フ ィ ス 孔 径 Ｄ (m)を 求 め る

Ｄ ＝ √ （ ａ ×４ ／ ３ ． １ ４ ）

(3) そ の 他 の 基 本 留 意 事 項

・ 最 終 桝 の 制 限 側 溝 ま た は 雨 水 管 に 接 続 す る 取 付 管 及 び 最 終 桝 に つ い て

は 原 則 と し て １ 箇 所 と し 、 一 辺 の 接 道 延 長 が 30ｍ を 越 え る

開 発 地 に つ い て は 30ｍ に つ き １ 箇 所 ま で と す る 。 な お 、

こ れ に よ り 難 い 場 合 は そ の 都 度 協 議 す る 。

・ 最 終 桝 の 位 置 道 路 境 界 か ら ３ ｍ 以 内 に 設 置 す る こ と 。

・ 最 終 桝 の 泥 溜 最 終 桝 の 泥 溜 深 は 15cm以 上 設 け る こ と 。

・ 接 続 管 径 公 共 施 設 へ 接 続 す る 管 径 に つ い て は φ 150m m程 度 と す る 。

た だ し 、φ 150m m以 上 の 口 径 に つ い て は ク ッ タ ー 公 式 ま た は

マ ニ ン グ 公 式 を 用 い た 流 量 計 算 に よ り 算 定 す る こ と 。

・ 表 面 排 水 対 策 開 発 地 内 の 舗 装 や 不 透 面 が 道 路 面 と 連 続 す る 出 入 口 等 に

は 、表 面 排 水 を 防 ぐ 構 造 (グ レ ー チ ン グ 側 溝 等 )と す る こ と 。

・ 舗 装 の 仕 様 ア ス フ ァ ル ト 舗 装 は で き る 限 り 透 水 性 を 使 用 し 、 排 水 量

の 軽 減 に 努 め る こ と 。

・ 地 下 貯 留 施 設 ハ ニ カ ム 形 式 を 含 む 地 下 貯 留 施 設 に よ り 貯 留 を 計 画 す る

場 合 は 、 堆 積 土 砂 等 の 清 掃 が 可 能 な 構 造 と す る 。

・ 人 通 孔 地 下 貯 留 施 設 等 の 人 通 孔 は φ 800ｍ ｍ 以 上 と す る 。

・ 塵 除 け ｽｸﾘｰ ﾝ オ リ フ ィ ス 孔 前 面 に 、 ち り よ け ス ク リ ー ン を 設 置 す る

こ と 。

・ 貯 留 限 界 水 深 各 工 種 別 の 雨 水 の 貯 留 限 界 水 深 に つ い て は 、 次 の と お り

と す る 。

貯 留 場 所 限 界 水 深

駐 車 場 （ 分 譲 ﾏﾝｼｮﾝ除 く ） １ ０ ｃ ｍ 以 下

棟 間 ・ 多 目 的 広 場 ３ ０ ｃ ｍ 以 下

屋 根 １ ５ ｃ ｍ 以 下

そ の 他 （ 緑 地 除 く ） 別 途 協 議

・ 貯 留 施 設 勾 配 貯 留 施 設 の 底 面 処 理 の 標 準 勾 配 は 次 の と お り と す る 。

種 類 標 準 勾 配 （ ％ ）

ア ス フ ァ ル ト 舗 装 面 ２ ． ０



ｱｽﾌｧ ﾙﾄ ｺﾝｸ ﾘｰﾄ舗 装 面 １ ． ５

ソ イ ル セ メ ン ト 面 ２ ． ０ ～ ３ ． ０

砂 利 敷 面 ３ ． ０ ～ ５ ． ０

芝 生（ 立 ち 入 ら な い と こ ろ ） ３

芝 生 （ 立 ち 入 る と こ ろ ） １

張 芝 排 水 路 ３ ． ０ ～ ５ ． ０

(4) 海 岸 保 全 区 域 外 に お け る 宅 地 開 発 事 業 の 排 水 計 画

・ 千 葉 県 で 指 定 す る ＊ ３ 海 岸 保 全 区 域 外 の 宅 地 開 発 事 業 の う ち 、 排 水 系 統 の

一 部 を 企 業 の 所 有 す る 護 岸 よ り 直 接 放 流 す る 計 画 が あ る 場 合 は 、 ＊ ４ 計 画 高

潮 位 HHWLの AP＋ 5.1 0m以 上 か ら 排 水 す る か 、ま た は 以 下 よ り 排 水 す る 場 合 に は 、

放 流 口 に 逆 流 防 止 弁 等 を 設 置 す る な ど の 逆 流 防 止 対 策 を 講 ず る こ と 。 ま た 、

排 水 施 設 の 一 部 が 公 有 水 面 を 占 有 す る 計 画 の 場 合 は 、 海 岸 管 理 者 の 千 葉 県 と

別 途 協 議 す る こ と 。

（ ＊ ３ 海 岸 保 全 区 域 外 ： 港 、 千 鳥 地 区 を い う ）

（ ＊ ４ 計 画 高 潮 位 HHWL：「 東 京 湾 沿 岸 海 岸 保 全 基 本 計 画 」及 び「 千 葉 県 海 岸 計

画 諸 元 」 に よ る ）

(5) 浸 透 施 設 に つ い て

・ 本 市 は 地 下 水 位 が 高 く 難 浸 透 域 で あ る た め 、 浸 透 施 設 に よ る 排 水 が 見 込 め

な い こ と か ら 、 貯 留 量 軽 減 の 対 象 と し ま せ ん 。

第 ４ 条 提 出 書 類

本 技 術 基 準 に 基 づ き 雨 水 排 水 計 画 に 関 す る 協 議 を し よ う と す る 者 は 、 条 例 第

６ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 に 定 め る も の の 他 、 以 下 に 掲 げ る 図 書 を 新 た に 作 成 し 提 出 す

る も の と す る 。

条 例 第 ６ 条 第 ２ 項 第 ２ 号

1) 申 出 書

2) 計 画 概 要 書

3) 案 内 図

4) 公 図 の 写 し

5) 敷 地 現 況 図

6) 敷 地 求 積 図

7) 土 地 利 用 計 画 図

8) 造 成 計 画 平 面 図

9) 造 成 計 画 断 面 図

10) 道 路 縦 横 断 図

11) 給 排 水 計 画 平 面 図 … 工 種 別 （ 屋 根 ・ AS舗 装 ・ 緑 地 等 … ） に 着 色 し 、 各 々 の

面 責 を 記 入 す る（ 色 任 意 ）。ま た 、雨 水 経 路・貯 留 施 設 を 青 色 着 色 す る 。貯 留

施 設 構 造 は 断 面 構 造 図 を 作 成 し 、Ｈ Ｗ Ｌ（ 計 画 高 水 位 ）、Ｆ Ｈ（ 計 画 地 盤 高 ）、

Ｆ Ｈ ｓ （ 周 囲 高 ） を 明 記 す る 。（ 縮 尺 1/20 0以 上 ）

12) 排 水 接 続 部 詳 細 図 … 側 溝 等 と の 接 続 部 の 断 面 構 造 図 を 作 成 す る 。 貯 留 施 設

に オ リ フ ィ ス 桝 を 設 置 す る 場 合 は 、 そ の 詳 細 図 を 作 成 す る 。 ま た 、 本 技 術 基

準 に 基 ず く 各 種 計 算 （ 計 画 総 放 流 量 、 許 容 放 流 量 、 計 画 平 均 流 出 係 数 、 オ リ

フ ィ ス 孔 径 、 接 続 管 径 ） を 添 付 す る 。 な お 、 ポ ン プ 能 力 に よ り 流 出 抑 制 を 行

う 場 合 は ポ ン プ 性 能 曲 線 図 を 添 付 す る 。

13) 排 水 縦 断 面 図



14) 各 種 構 造 図

15) 立 面 図

本 技 術 基 準 は 、 平 成 18年 10月 １ 日 施 行 と す る

本 技 術 基 準 は 、 平 成 19年 ４ 月 １ 日 改 訂 と す る

本 技 術 基 準 は 、 平 成 20年 ６ 月 １ 日 改 訂 と す る

本 技 術 基 準 は 、 令 和 ２ 年 １ 月 １ 日 改 訂 と す る

本 技 術 基 準 は 、 令 和 ３ 年 ７ 月 １ 日 改 訂 と す る

本 技 術 基 準 に 関 す る 問 い 合 わ せ

浦 安 市 都 市 整 備 部 道 路 整 備 課

（ 雨 水 貯 留 に 関 す る こ と ）

浦 安 市 都 市 整 備 部 道 路 管 理 課

（ 雨 水 接 続 の 方 法 ・ 接 続 管 の 施 工 、 道 路 占 用 ・ 埋 設 物 の 近 接 協 議 に

関 す る こ と ）


